
 

南相馬市告示第 ６ ５号  

 

   南相馬市 復 興市民会議設置 要 綱  

 

（ 設置）  

第 １条  東日本大 震災及び東京電 力 福島第一原子力 発 電所の事故に

伴う原子力災 害か らの復興に向け 、 市民の意見を反 映 させた南相

馬市復興計画 （以 下「復興計画」 と いう。）を策定 す るため、南

相馬市復興市 民会 議（以下「復興 市 民会議」という 。 ）を設置す

る。  

（ 所掌事項）  

第２条  復興市 民 会議は、次に掲 げ る事項を所掌す る 。  

   復興ビジ ョ ン案の策定に関 す ること。  

 ⑵  復興計画 の 策定に係る調査 及 び研究に関する こ と。  

 ⑶  復興計画 案 の策定及び調整 に 関すること。  

 ⑷  その他復 興 計画の策定に必 要 な事項に関する こ と。  

（ 組織）  

第３条  復興市 民 会議は、委員３ ０ 人以内をもって 組 織する。  

２  委員は、次 に 掲げる者につい て 市長が委嘱し、 又 は任命する。  

 ⑴  学識経験 を 有する者  

 ⑵  公共的団 体 の役員  

 ⑶  関係行政 機 関の職員  

 ⑷  前３号に 掲 げるもののほか 、 市長が必要と認 め る者  

（ 任期）  

第４条  委員の 任 期は、復興計画 を 策定するまでと す る。  

（ 委員長及び副委 員長）  

第５条  復興市 民 会議に委員長及 び 副委員長を置く 。  

２  委員長は、 市 長が指名するも の とし、副委員長 は 委員長が指名  

 により決定す る ものとする。  

３  委員長は、復 興市民会議を代 表 し、復興市民会 議 の会務を総理

する。  

４  副委員長は、 委員長を補佐し 、 委員長に事故が あ るとき又は欠

けたときは、 その 職務を代理する 。  

（ 会議）  



 

第 ６条  復興市民 会議の会議は、 委 員長が招集し、 委 員長がその議

長となる。た だし 、最初に開催さ れ る会議は、市長 が 招集する。  

２  委員長は、 必 要があると認め る ときは、委員会 の 会議に関係者  

 の出席を求め る ことができる。  

（ 専門部会）  

第 ７条  復興市民 会議に、専門事 項 の調査研究をす る ため、専門部

会を置くこと がで きる。  

２  専門部会は 、 市長が指名する 委 員をもって構成 す る。  

３  専門部会に 部 会長を置き、当 該 専門部会に属す る 委員のうちか  

 ら選出する。  

４  専門部会の組 織及び運営に関 し 必要な事項は、 市 長が別に定め

るものとする 。  

 （有識者会議）  

第 ８条  復興市民 会議が復興ビジ ョ ン案及び復興計 画 案を策定する

に当たり、そ の優 れた識見から助 言 、提言をするた め 、有識者会

議を置くこと がで きる。  

２  有識者会議は 、市長が委嘱す る 委員をもって構 成 する。  

３  有識者会議 に 委員長及び副委 員 長を置く。  

４  委員長は、 市 長が指名するも の とし、副委員長 は 委員長が指名  

 により決定する ものとする。  

５  有識者会議の 組織及び運営に 関 し必要な事項は 、 市長が別に定

めるものとす る。  

（ 庶務）  

第 ９条  復興市民 会議、専門部会 及 び有識者会議の 庶 務は、総務企

画部企画経営 課に おいて処理する 。  

（ その他）  

第 １０条  この告 示に定めるもの の ほか、復興市民 会 議の運営に関

し必要な事項 は、 委員長が復興市 民 会議に諮って別 に 定める。  

   附  則  

こ の告示は、平成 ２３年６月６日 か ら施行する。  


